
(2)電気エネルギーによって強制的に酸化還元反応を起こさせる操作を電気分解という。図

のような装置に,5.0OAの電流を 6分26秒間通じて電気分解を行った。なお,この実験

で生成する気体はすべて水に溶けないものとする。

ただし,ファラデー定数は 9.65 × 10'C/m01 とする。

化学基礎,化学

A

Pt

B
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電極 A 2CI、 ーーーーーヨ卦
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1)電極 B で発生する水素の0て,1013hpa (標準状態)での体積は区^しである。
また,電極 D で析出する銅は1^gである。

[1^の解答群
① 0.0560 0.112 0.3360.224
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〔
こ
次
の
問
い
(
問
一
 
S
問
六
)
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
次
の
(
1
)
・
(
2
)
の
鷲
や
故
事
成
語
の
説
明
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S

④
の
中
か
ら
一
っ
ず
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
目
・
目
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

(
1
)
意
匠

①
工
夫
を
め
ぐ
ら
す
こ
と

②
高
い
志
を
持
つ
こ
と

③
人
に
尊
敬
さ
れ
る
こ
と

④
見
か
け
が
派
手
な
こ
と

(
2
)
胸
襟
を
開
く

①
勇
気
を
も
っ
て
人
を
救
う
様
子

②
他
人
の
意
向
を
受
け
入
れ
る
様
子

③
思
い
を
隠
さ
ず
打
ち
明
け
る
様
子

④
強
い
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
る
様
子

問
二
次
の
四
字
孰
釜
叩
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄

3
 
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
0

口
古
盛
衰

②
栄
③
新
④
誉

[
郵
戦
分
皿
]

壽
惑
膳
議
、
共
惑

X
入
1
ぐ
令
誹
<

①
懐

菊地 諭
テキストボックス
問題訂正
［一］ 問二 問題文
　誤：『 □ 古盛衰 』
　正：『 □ 枯盛衰 』	




[3]次
の
[1^~[1至

1ヨ
に
あ
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
答
を
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
群
か
ら
ー
つ
ず
っ
選
び
,

そ
の
番
号
を
解
答
記
入
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

(1)酸
化
還
元
反
応
を
利
用
し
て
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
取
り
出
す
装
置
を
電
池
と

い
う
。
鉛
蓄
電
池
は
負
極
活
物
質
に
鉛
,正
極
活
物
質
に
酸
化
鉛
(Ⅳ
),電
解
質
水
溶
液
に
硫
酸
を
用
い

た
代
表
的
な
二
次
電
池
で
あ
る
。
放
電
時
の
各
極
で
の
反
応
式
を
以
下
に
示
す
。

化
学
基
礎
,
化
学

負
極

正
極

こ
の
鉛
蓄
電
池
を
2.5Aの
電
流
で
64分
20秒
間
放
電
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
の
負
極
板
と
正
極
板
の

質
量
変
化
の
組
合
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
は
[1^で
あ
る
。
ま
た
,電
解
質
水
溶
液
の
質
量
変
化
と

し
て
正
し
い
も
の
は
[1^で
あ
る
。
た
だ
し
,フ
ァ
ラ
デ
ー
定
数
は
9.65 ×
 1ぴ
C/m01と
す
る
。

[1^の
解
答
群

P
b
 
十
 
S
0
4
2
-

P
b
0
2
 
+
 
4
H
+

ー
ー
ー
ー
ー
ヨ
、
P
b
s
0
4
 
+
 
2
e
-

十
 
S
O
/
一
十
 
2
e
-

負
極
板

変
化
な
し

4
.
8
g
増
加

4
.
8
g
増
加

4
.
8
g
減
少

4.8g 減
少

3.2 g増
加

3
.
2
g
増
加

3.2g 減
少

3.2g 減
少

ー
ー
ー
ー
、
」
ヨ
、
P
b
s
0
4
 
+
 
2
H
2
0

正
極
板

変
化
な
し

3
.
2
g
増
加

3.2g 減
少

3
.
2
g
増
加

3.2g 減
少

4
.
8
g
増
加

4.8g 減
少

4
.
8
g
増
加

4.8g 減
少

[1^の
解
答
群

①
 
1
.
6
g
増
加

②
 
1
.
6
g
減
少

③
 
4
.
o
g
増
加

④
 
4
.
o
g
減
少

⑤
 
8
.
o
g
増
加

⑥
 
8
.
o
g
減
少

⑦
変
化
な
し
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喬
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二

@
冊
コ
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掩
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ρ
共
瓢
S
や
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゜

@
り
@
影
製
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A
I
Y
炉
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や
肋
廻
劇
ρ
R
鄭
二
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@
饗
゜

@
削
ρ
杙
鄭
S
や
ヤ
契
'
卸
ぐ
や
回
艇
ρ
榔
ヤ
゜

@
慧
く
陸
瓢
条
四
'
黙
美
や
廷
蝋
ρ
R
C
6
二
゜

(
N
)
■
々
ゞ
愚

@ t袋
廷
裳
、
D 二
Kミ
柘
y直
父
ξ
マ
い
ゞ
て
"ム
JAN-D々
今
壌
や
ノ
焔
■
C!゜

@
)
燮
蝕
獣
鑑
U
田
く
杢
釜
ρ
'
ρ
突
今
騒
や
員
R
S
N
,
0
竿
!
O
C
!
゜

@
■
ゞ
、
!
今
襲
剖
→
Y
S
{
!
蝉
鯵
'
■
ぐ
随
§
A
J
冊
埋
剖
耀
い
々
゜

@蝉
越
ミ
皿
tι
週
榔
XU二
Y' R・
・
い
 AJ、
0ゞ
t今
壌
上
ι
く
,い
ゞ
て
゜

(
3
)
 
A
 
を
加
水
分
解
し
た
と
こ
ろ
,
化
合
物
 
D
 
と
 
E
 
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
,

D が
得
ら
れ
た
。
 E は
[1itヨ
で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
メ
タ
ノ
ー
ル

②
エ
タ
ノ
ー
ル

③
 2・
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル

④
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

⑤
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

化
学
基
礎
,
化
学

(
4
)
 
B
,
 
C
 
を
加
水
分
解
し
た
と
こ
ろ
,
 
B
 
か
ら
は
化
合
物
 
F
,
 
G
 
が
得
ら
れ
,
 
C
 
か
ら
は
化
合
物

F
,
 
H
 
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
,
 
F
 
は
還
元
性
を
示
し
,
 
H
 
は
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
反
応
を
示
し
た
。
 
F
 
は

[11^で
あ
り
,"は
[1^で
あ
る
。

[11区
と
[]§
ヨ
の
解
答
群

①
ギ
酸

②
酢
酸

③
メ
タ
ノ
ー
ル

④
エ
タ
ノ
ー
ル

⑤
 2・
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル

-
5
1
-

E を
酸
化
し
た
と
こ
ろ
,

-
2
0
-
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S
琳
如
階
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眺
副
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姦
π
4
1
§
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f
o

針
慈
兪
か
書
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や
d
邸
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0
 
》
゛

C
.
一
ゞ
d
獣
0
汁
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兪
無
隣
纛
、
戻
惑

(
一
)
 
H
メ
沖
や
瓢
酢
即
針
一
小
戻
か
醤
d
獣
小
謎
宗
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一
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縦

@
言
兇
辻
演
一
小
化
、
、
と
さ
§
命
゛
辻
小
0

⑧
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さ
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⑳
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0

@
兇
π
"
<
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小
0

⑧
い
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や
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違
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バ
訓
節
d
牙
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"
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欲
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化
、
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武
ミ
お
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辻
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洲
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剖
遜
S
U
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S
ミ
嫡
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裳
算
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<
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0

Φ
、
 
0
 
弄
洗
洲
、
兇
刈
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辻
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H
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四
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0
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可
小
卸
洲
S
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S
壁
畍
"
登
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汁
代
臼
小
、
洗
洲
経
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朝
ゞ
、
兇
洲

"
＼
ト
辻
、
卸
弄
器
d
獣
0
汁
0

゛

1
卸
N
1

(
N
)
》
、
Φ
、
 
n
 
昆
ヌ
弄
^
d
議
0

同
S
演
眺
鞍

@
ρ
=
、
.
9

⑧
 
P
炉
9

@
ρ
=
ゞ
C

⑧
ρ
炉
9

@
ρ
=
、
"
0

三
〕
次
の
問
い
(
問
一
 
S
問
三
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
次
の
問
題
文
(
1
)
S
(
3
)
に
つ
い
て
、
文
意
に
照
ら
し
て
正
し
い
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S
④
の
中

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
田
S
田
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

(
1
)
国
立
天
文
台
に
ょ
る
と
、
銀
河
系
の
周
り
に
あ
る
小
さ
な
銀
河
「
衛
星
銀
河
」
が
、
従
来
の
理
論
に
基
づ

く
推
定
よ
り
タ
タ
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
成
果
は
、
星
や
銀
河
の
形
成
過
程
、
銀
河
の
形
成
に
関
与
す
る

暗
黒
物
質
の
理
解
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
^

①
小
銀
河
が
予
想
以
上
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
銀
河
系
の
よ
う
な
大
銀
河
も
予
想
以
上
に
存
在
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

②
従
来
の
理
論
の
欠
陥
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
確
認
す
れ
ば
、
銀
河
の
形
成
過
程
を
解
明
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。

③
銀
河
系
の
周
囲
に
あ
る
小
銀
河
が
推
定
よ
り
多
い
と
い
う
発
見
は
、
宇
宙
に
あ
る
物
質
に
関
す
る
知

見
を
も
た
ら
す
。

④
天
文
学
の
発
達
は
目
覚
ま
し
く
、
従
来
の
理
論
を
覆
す
見
解
が
示
さ
れ
、
宇
宙
の
業
次
々
と
解
明

さ
れ
よ
、
つ
と
し
て
い
る
。

(
3
 
数
学
は
士
地
の
測
量
な
ど
の
身
近
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
。
だ
が
数
学
は
二
乗
す
る
と
マ

イ
ナ
ス
ー
に
な
る
虚
数
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
も
誕
生
さ
せ
た
。
物
理
学
の
量
子
力
学
は
虚
数
な
し
に
は
成

立
し
な
い
し
、
宇
宙
研
究
も
数
学
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
^

①
数
学
が
実
用
的
目
的
か
ら
離
れ
抽
象
的
な
も
の
と
な
っ
た
時
、
非
現
実
的
な
領
域
を
探
る
学
問
が
成

立
し
た
。

②
量
子
力
学
と
宇
宙
研
究
と
い
う
現
代
に
お
け
る
最
先
端
の
学
問
が
、
数
学
と
い
う
学
問
を
進
化
さ
せ

て
い
る
。

③
数
学
に
お
け
る
虚
数
の
概
念
の
成
立
が
量
子
力
学
を
生
み
、
量
子
力
学
に
ょ
り
宇
宙
研
究
も
可
能
に

な
っ
た
。

④
数
学
と
い
う
学
問
が
新
し
い
概
念
を
生
み
出
し
、
現
代
の
学
問
の
発
展
に
関
し
て
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
る
。
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鄭
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避
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罫
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@
回
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、
1
沌
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¥

(12)次
の
反
応
で
得
ら
れ
る
芳
香
族
化
合
物
が
有
色
で
あ
る
も
の
は
[1^で
あ
る
。

[1j^の
解
答
群

①
ト
ル
エ
ン
に
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
加
え
る
。

②
べ
ン
ゼ
ン
に
鉄
粉
を
触
媒
と
し
て
塩
素
を
作
用
さ
せ
る
。

③
サ
リ
チ
ル
酸
と
無
水
酢
酸
に
濃
硫
酸
を
加
え
る
。

④
べ
ン
ゼ
ン
に
濃
硫
酸
を
加
え
て
熱
す
る
。

⑤
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
濃
硝
酸
と
濃
硫
酸
を
加
え
て
熱
す
る
。

化
学
基
礎
,
化
学

(13)樹
脂
に
関
す
る
記
述
と
し
て
正
し
い
も
の
は
[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
加
熱
に
よ
り
硬
化
す
る
性
質
を
も
ち
,
一
旦
硬
化
す
る
と
再
び
成
形
・
加
工
で
き
な
い
樹
脂
を

熱
可
塑
性
樹
脂
と
い
う
。

②
加
熱
す
る
と
軟
化
し
,冷
却
す
る
と
再
び
硬
化
す
る
樹
脂
を
熱
硬
化
性
樹
脂
と
い
う
。

③
熱
可
塑
性
樹
脂
は
付
加
重
合
で
合
成
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。

④
熱
硬
化
性
桂
朔
旨
に
は
ナ
イ
ロ
ン
66や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
ラ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
。

-
5
3
-

-
1
8
-
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裂
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昇
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目
念
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@
勢
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さ
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⑧
瓢
泳
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畔
ミ
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二
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@
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さ
ゞ
Y
S
1
熱
g
小
0

⑧
墨
門
、
海
帥
欲
辻
さ
一
f
o

@
添
氏
《
ミ
ぷ
飾
洲
階
冨
吠
畔
小
化
、
畔
滞
河
ミ
商
臼
小
0

声
怯
膳
纛
、
兪
惑

(
一
一
)
灣
S
兪
ゆ
§
↓
)
 
1
 
S
 
"
回
d
州
や
藩
阿
§
六
魂
麹
π
d
汁
化
卿
、
暴
↓
゛
S
盡
Σ
委
n
武
入
諺

S
昇
同
g
小
0

回
念
醗
繋

@
 
J
 
>
ご
>
0
)

⑧
ご
>
J
)
>
↓
)

↓
)
ゞ
H
＼
ー
や

ご
鵬
如
醐
罵

↓
)
>
口
)
>
へ
)

J
)
>
↓
)
>
へ
)

S

H
、
＼
ー
や

問
二
次
の
問
題
文
を
勇
で
、
後
の
問
い
(
1
)
S
(
3
)
に
答
え
な
さ
い
。

へ
)
>
↓
)
>
J
)

口
)
>
へ
)
>
↓
)

北
極
で
冬
季
に
観
測
さ
れ
た
海
氷
の
年
間
最
大
面
積
が
衛
星
観
測
史
上
最
小
の
1
3
7
9
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
た
、
と
国
立
極
地
研
究
所
(
極
地
研
)
と
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
(
J
A
X
△
が
玲
日
に
発
表
し

た
。
北
極
海
周
辺
の
気
温
が
平
年
よ
り
高
い
こ
と
が
要
因
と
み
ら
れ
、
今
後
の
気
象
や
海
洋
環
境
へ
の
影
響
憲

念
さ
れ
る
と
い
う
。

極
地
研
と
J
A
X
A
は
現
在
、
「
北
極
域
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
(
A
r
c
S
Ⅱ
)
」
の
一
環
と
し
て
、
水
循

環
変
動
観
測
衛
星
「
し
ず
く
」
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
波
放
射
計
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
北
極
の
海
氷
面
積
を
観
測
し
て

い
る
。
海
氷
面
積
は
毎
年
W
月
か
ら
翌
年
3
月
に
か
け
て
拡
大
し
、
 
4
S
9
河
に
縮
小
す
る
季
節
変
動
を
繰
り
返

し
て
い
る
。

極
地
研
な
ど
に
ょ
る
と
、
 
3
月
鈴
日
に
観
測
し
た
1
3
7
9
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
こ
れ
ま
で
最
小
だ
っ

た
2
0
1
7
年
3
月
5
日
の
1
3
9
2
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
^
万
^
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
回
り
、
 
1
9
7
9

年
か
ら
続
け
て
い
る
衛
星
観
測
史
上
最
小
を
巽
し
た
。
ま
た
昨
年
口
月
か
ら
今
年
2
月
に
か
け
て
の
月
平
均
海

氷
面
積
も
い
ず
れ
の
月
で
も
観
測
史
上
最
小
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
 
3
月
即
日
の
海
氷
縁
を
2
0
1
0
年
代
平
均
と
比
較
す
る
と
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
東
側
以
外
の
タ
タ
く
の

海
域
で
海
氷
域
が
小
さ
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
特
に
、
海
氷
分
布
の
南
限
に
近
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
は
今
年
2
月
の

海
氷
の
平
均
面
積
が
過
去
2
番
目
の
小
さ
さ
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
う
し
た
観
測
結
果
に
つ
い
て
極
地
研
と
J
A
X
A
は
、
昨
年
口
月
か
ら
今
年
2
月
に
か
け
て
、
北
極
海
周
辺

気
温
が
平
年
よ
り
高
く
、
海
氷
域
が
広
が
り
に
く
い
状
態
森
い
た
こ
と
が
冬
季
の
海
氷
面
積
の
誤
的
減
少
に

つ
な
が
っ
た
一
因
と
み
て
い
る
。

南
極
は
巨
大
な
氷
床
が
形
づ
く
つ
て
い
る
が
、
北
極
点
は
薄
く
変
化
し
や
す
い
海
氷
上
に
あ
る
。
い
く
つ
か
の

研
究
デ
ー
タ
に
ょ
る
と
、
北
極
は
地
球
平
均
の
3
倍
以
上
の
速
さ
で
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
(
1
P
C
C
)
は
、
世
界
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
対
策
を
し
な
い
シ
ナ
リ
オ
で
は

最
悪
2
0
5
0
年
に
北
極
海
の
海
氷
が
な
く
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

ま
た
多
く
の
気
象
学
の
専
門
家
は
、
近
年
北
半
球
で
頻
発
し
て
い
る
熱
波
や
豪
雨
、
干
ぱ
つ
と
い
っ
た
「
極
端

気
象
」
も
北
極
の
温
暖
化
が
も
た
ら
す
偏
西
風
の
蛇
行
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

二
0
二
五
年
四
月
二
五
日
『
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
タ
ル
』
よ
り

※
問
題
作
成
の
都
合
上
、
文
章
の
一
部
を
改
変
し
た

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

1
-
↓
1

1
師
▲
1

@⑲

@@



(
1
)
問
題
文
に
お
い
て
主
旨
を
展
開
す
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

解
答
記
入
欄
松
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
な
い
か
ぎ
り
、
北
極
海
の
海
氷
は
な
く
な
る
。

②
北
極
の
海
氷
面
積
は
、
 
W
月
か
ら
3
月
ま
で
の
冬
季
期
間
に
最
大
化
す
る
。

③
温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
に
ょ
る
温
暖
化
が
進
行
し
、
地
球
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

④
北
極
の
海
氷
面
積
は
、
 
2
0
1
7
年
に
観
測
さ
れ
た
数
値
が
史
上
最
小
だ
っ
た
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

(
2
)
問
題
文
の
需
を
導
く
根
拠
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄

①
極
地
研
と
J
A
X
A
が
、
北
極
の
海
氷
面
積
に
関
し
て
同
様
の
観
測
結
果
を
発
表
し
て
い
る
。

②
北
極
で
冬
季
に
観
測
さ
れ
た
海
氷
の
年
問
最
大
面
積
が
、
衛
星
観
測
史
上
最
小
を
巽
し
た
。

③
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
は
今
年
2
月
の
海
水
の
平
均
面
積
が
過
去
2
番
目
の
小
さ
さ
だ
っ
た
。

④
南
極
に
は
巨
大
な
氷
床
が
存
在
す
る
が
、
北
極
点
は
薄
く
変
化
し
や
す
い
海
氷
の
上
に
あ
る
。

(
3
 
問
題
文
の
結
論
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に

マ
ー
ク
し
な
さ
い
0

①
北
極
の
海
氷
面
積
が
最
小
に
な
る
ほ
ど
に
温
暖
化
す
る
と
、
偏
西
風
が
蛇
行
す
る
現
象
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。

②
北
極
の
異
変
を
理
解
し
、
各
国
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
積
極
的
に
行
う
方
向
に
転
換
す
べ
き
で

あ
る
。

③
北
極
の
温
暖
化
が
今
後
の
地
球
の
気
象
や
海
洋
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
危
倶
さ

れ
る
。

④
地
球
平
均
の
3
倍
以
上
の
速
さ
で
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
北
極
は
、
文
明
の
危
機
を
象
徴

し
て
い
る
。
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化
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辻
小
ゞ
藩
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丑
π
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d
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W
小
、
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d
昇
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"
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d
＼
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肝
d
ミ
"
0
譜
0

H
)
 
O
 
S
へ
斗
Y
"
呼
呼
浸
魂
憩
π
 
m
 
"
>
ゞ
バ
ず
ヨ
ず
燮
武
昇
ミ
"
0
汁
0

邑
化
日
S
器
黙

@
織

@
剛
叡

⑲
当

声
惑
膳
纛
、
戻
惑

⑧
鄭

@
 
4
、
.
"
や
J
ト

Ξ
=
次
の
問
題
文
を
殊
で
、
後
の
問
い
(
問
一
 
S
問
九
)
に
答
え
な
さ
い
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
人
は
、
他
者
と
と
も
に
生
き
る
か
ぎ
り
傷
が
絶
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
苦
悩
が
繰
り
返
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
懐
疑
論
者
に
ょ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
自
分
の
心
は
知
り
う
る
が
他
者
の
心
は
知
り
え
な
い
と
い

、
、
、
(
ア
)
1
 
、
ぎ
ま
ん
、
、
゛
、
、

う
、
我
々
倫
識
能
力
の
限
界
に
ユ
ラ
イ
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
欺
臓
や
誤
解
無
理
解
が
相
次
い
で
し
ま
う
の

だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

A

し
か
し
、
こ
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
る
。
我
々
は
実
際
に
他
者
の
心
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
問
題
の
核

、
、
、

、
、
、

心
は
、
我
々
は
と
き
に
他
者
の
心
を
知
っ
て
い
る
が
と
き
に
知
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
揺
ら
ぎ
、
暖
昧
さ
に
こ
そ
存

在
す
る
。

た
と
え
ば
、
私
は
と
き
に
、
他
者
が
お
腹
に
痛
み
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
お
腹
を

抑
え
、
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
{
夫
際
、
そ
う
し
た
見
聞
き
し
て
す
ぐ
に
わ
か
る
身
振
り
や
口
振
り
は
、

他
老
が
痛
み
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
判
断
の
証
拠
と
な
る
典
型
的
な
規
準
だ
七
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
規

準
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人
は
た
と
え
ば
、
何
も
痛
く
な
い
と
き
に
悲
鳴
を
上
げ
て
み
せ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
痛
み
を

つ
そ

た
ま

感
じ
て
い
る
振
り
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
私
は
そ
の
嘘
に
ま
ん
ま
と
胴
さ
れ
、
他
者
の
心
を
見
誤
る
こ
と
も
小
ノ
な

く
な
し
ま
た
、
私
は
と
き
に
、
わ
か
り
や
す
い
典
型
的
な
規
準
に
頼
ら
ず
に
注
意
深
く
観
察
し
て
、
相
手
の
目
元
や
口
元

の
変
化
、
あ
る
い
は
手
や
指
先
の
仕
草
な
ど
を
手
掛
か
り
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
微
妙
な

動
き
に
特
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
目
を
見
れ
ば
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
か
、
長
い
付
き
合
い
だ
か

ら
な
ん
と
な
く
気
持
ち
が
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
種
の
経
験
則
や
勘
は
と
て
も
一
般
化
で

゛
、
(
イ
)
1
 
、
、
、
、
、
、

き
る
規
準
で
は
な
く
、
ま
さ
に
経
験
や
シ
シ
ツ
、
相
手
と
の
関
係
、
そ
の
つ
ど
の
状
況
等
に
ょ
っ
て
、
中
身
も
有
効

性
も
相
当
に
変
わ
っ
て
く
る
。
^
、
<
こ
う
い
う
表
情
を
し
て
い
る
と
き
、
人
は
い
つ
も
お
腹
に
痛
み
を
感

じ
て
い
る
>
と
い
っ
た
一
般
的
な
法
則
性
に
落
と
し
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
心
的
状
態
の
有
無
や
内
実
を
判
断
す
る
規
準
に
は
、
ど
う
し
て
も
不
確
か
さ
が
存
在
す
る
。
肝

心
な
の
は
、
こ
の
不
確
か
さ
は
、
<
痛
い
>
を
は
じ
め
と
す
る
心
的
概
念
を
構
成
す
る
欠
か
せ
な
い
部
分
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

市
略

他
者
が
痛
み
を
感
じ
て
い
る
か
ど
う
か
の
不
確
か
さ
は
、
彼
が
彼
で
あ
り
私
が
私
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ょ
る
の

す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
と
き
も
自
八
刀
の
心
は
知
り
う
る
が
他
者
の
心
は
知
り
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
ょ
る
の

0

*

こ
う
問
う
と
き
、
人
は
あ
る
イ
メ
ー
ジ
に
ょ
っ
て
欺
か
れ
て
い
る
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
指
摘
す
る
。

0

そ
れ
は
、
、
心
を
な
に
か
各
人
の
身
体
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
実
体
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
下
で
は
、
各
人
の
心
は
当
人
に
し
か
感
知
で
き
ず
、
他
者
の
心
は
原
理
的
に
謎
と
な
る
。
つ
ま

り
、
不
確
か
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
、
永
遠
に
不
可
知
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
で
は
な
い
の
だ
。
他
者
の
心
の
不
確
か
さ
は
認
識
論
上
の
問
題
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
<
心
は
各
人
の
身
体

B

かか



内
に
存
在
す
る
>
と
い
っ
た
存
在
論
(
形
而
上
学
)
上
の
問
題
な
の
で
も
な
い
。
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
が
一
言

う
の
は
、
そ
れ
は
我
々
の
具
体
的
な
生
き
方
の
問
題
、
我
々
が
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
ゲ
ー
ム
)
を

営
ん
で
生
活
し
て
い
る
の
か
の
問
題
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
に
ょ
れ
ば
、
不
確
か
さ
が
構
成
的
に
組

み
込
ま
れ
た
概
念
1
揺
ら
ぐ
概
念
1
を
用
い
て
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
営
む
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
い
わ
ぱ
柔

、
、
、
、
、
、

ら
か
い
道
具
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
我
々
の
ゲ
ー
ム
の
特
徴
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
我
々
の
ゲ
ー
ム
が
そ
う

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
者
の
心
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
と
き
に
判
明
で
あ
り
、
と
き
に
見
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
洞
察
に
従
、
つ
な
ら
ば
、
先
の
問
い
に
は
こ
、
つ
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
、
つ
。
人
が
他
者
と
と
も
に
生
き
る

か
ぎ
り
傷
が
絶
え
ず
、
苦
祭
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
我
々
が
日
々
、
揺
ら
ぐ
概
念
(
柔
ら
か
い
道
目
一
◇
で
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
種
の
ゲ
ー
ム
を
続
け
る
か
ぎ
り
、
そ
の
相
手
は
「
と
き
に
い
わ
ば
透
明
で
あ
り
、

、
、
、

と
き
に
不
透
明
」
で
あ
り
続
け
る
。
他
者
は
、
そ
の
意
味
で
半
透
明
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
、
我
々
は
そ
ん
な
ゲ
ー
ム
を
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
度
は
そ
う
い
う
問
い
が
浮
か
ん
で
く
る

だ
ろ
う
。
心
的
概
念
は
不
確
か
さ
を
抱
え
て
お
り
、
「
ま
る
で
バ
タ
ー
で
で
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
働
く
」
。
な
ら

(
ウ
)
1
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
ん
な
ナ
ン
ジ
ャ
ク
な
道
具
な
ど
放
り
出
し
て
し
ま
え
ば
い
い
で
は
な
い
か
。

ま
、

鳥
の
群
れ
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ょ
う
。
そ
の
な
か
の
一
羽
が
あ
る
鳴
き
声
を
上
げ
る
と
、
別
の
鳥
が
近

、
、
ミ
」
゛
、
、
、
、
(
工
)
1
 
、
、

{
奇
っ
て
く
る
。
ま
た
、
別
の
一
羽
が
別
の
鳴
き
声
を
上
げ
る
と
、
ほ
か
の
鳥
た
ち
が
イ
ッ
セ
イ
に
飛
び
立
つ
。
こ
れ

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

ナ
い
じ
じ
ょ
、
つ

藩
忌
罵

卸
当
S
辞
知
傷
>
 
N
訣
國
S
蔀
知
咲
》

藩
忌
罵

ら
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
確
か
さ
が
入
り
込
む
<
永
地
は
な
い
。
鳥
た
ち
は
互
い
に
透
明
で
あ
る
、
と
表
現
す

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
我
々
人
間
も
、
と
き
に
互
い
に
透
明
で
あ
る
。
誰
か
が
頭
を
し
た
た
か
に
ぶ
つ
け
て
叫
ぶ
。
そ
の
よ
う

、
、
、
(
寸
)
1
 
、
、
、
、
、
、
、
、

な
と
き
、
我
々
は
何
の
疑
い
も
差
し
挟
ま
ず
、
タ
ン
テ
キ
に
慰
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
そ
れ
だ
け
で
は
駄

目
な
の
だ
ろ
、
つ
。
な
ぜ
我
々
は
、
不
確
か
さ
が
組
み
込
ま
れ
た
心
的
概
念
を
用
い
て
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
営
ん

で
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
概
念
な
し
で
も
、
い
ま
と
同
じ
く
ら
い
効
率
的
に
活
動
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
世
界
の
な
か
で
食
糧
や
危
険
な
ど
の
手
掛
か
り
に
向
き
合
い
、
弁
別
的
行
動
を
洗
練
さ
せ
て
い
く
こ
と

藩
瓢
暴

部
瓢
隱

藩
瓢
隱

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
や
む
し
ろ
、
効
率
性
や
有
用
性
と
い
う
点
で
は
、
バ
タ
ー
で
で
き
て
い
る
か

の
よ
う
に
働
く
概
念
な
ど
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
は
揺
ら
ぐ
概
念
(
柔
ら
か
い
道
目
六
)
で
プ
レ
ー
す
る
の
が
我
々
の
ゲ
ー
ム
だ
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
彼
は
「
そ
の
よ
う
な
揺
ら
ぎ
こ
そ
、
我
々
の
生
活
の
重
要
な
一
部
分
で
あ
る
」
と
強
調
し
、
「
我
々

が
自
分
た
ち
の
諸
々
の
概
念
を
も
つ
の
は
、
そ
れ
が
有
用
だ
か
ら
で
は
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ

ろ
う
力
し
か
し
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
自
身
は
こ
れ
以
上
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。
実
際
、
な
ぜ
人
は
揺
ら
ぐ
概
念
を

用
い
た
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
営
ん
で
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
、
人
が
生
き
る
こ
と
の
意
味

F
は
ん
ち
ゅ
う

を
答
え
る
よ
う
な
も
の
で
、
も
は
や
哲
学
が
語
る
範
疇
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
生
理
学
や
生

物
学
な
ど
の
タ
タ
様
な
見
地
か
ら
こ
の
問
い
に
回
答
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

C

E

(
ど
醸
弐
刈
一
n
圏
二
劃
彪
d
《
鳥
d
ぐ
子
旦
"
^
g
小
0

目
ミ
嘆
靴

@
画
涯
糊
d
泳
δ
ゆ
J
卸
刈
代
J
d
S
畔
鴻
昇
虚
バ
ぐ
ふ
0

⑲
會
岡
剖
S
燮
"
黙
訣
如
S
-
S
禽
S
禽
叶
t
蝉
一
小
0

@
河
へ
斗
X
n
必
;
1
f
o

⑧
識
認
洲
ず
料
識
認
洲
二
小
0

@
井
の
ゞ
昇
浦
四
S
ず
ミ
嫡
f
o

D

芹
惑
膳
纛
、
芹
惑

(
包
↓
Y
州
い
↓
く
ー
、
警
弁
小
洗
暴
+
τ
)
J
卜
S
燧
鉾
π
涯
一
小
司
号
叶
d
バ
國
廊
0
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ふ
ず
S

昇
日
d
ご
0

目
S
演
嘆
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@
雙
武
+
τ
)
J
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や
や
J
ト
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鯛
d
邸
小
0

⑲
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+
τ
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J
卜
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N
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部
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J
ト
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J
卜
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瓢
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薑
弄
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+
τ
)
J
卜
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ミ
寺
や
J
卜
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叶
U
墨
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化
学
基
礎
,
化
学

[1]次
の
[1^~[1^に

あ
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
答
を
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
群
か
ら
ー
つ
ず
っ
選
び
,

そ
の
番
号
を
解
答
記
入
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

原
子
量
が
必
要
な
と
き
は
,

C
 
:
1
2

H
 
:
1
.
0

S
 
:
3
2
F
e
 
:
5
6

(1)純
物
質
だ
け
の
組
合
せ
は
[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
一
円
硬
貨
,
五
円
硬
貨
,
百
円
硬
貨

③
塩
酸
,
硝
酸
,
硫
酸

⑤
水
蒸
気
,
オ
ゾ
ン
,
石
油

次
の
値
を
用
い
な
さ
い
。

N
 
:
1
4
0
:
1
6

C
U
 
:
6
3
.
5
P
b
 
:
2
0
7

(2)イ
オ
ン
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
記
述
と
し
て
正
し
い
も
の
は
[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

①
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
塩
素
で
は
塩
素
の
方
が
大
き
い
。

②
最
も
大
き
い
元
素
は
水
素
で
あ
る
。

③
イ
オ
ン
に
な
り
に
く
い
貴
ガ
ス
(希
ガ
ス
)で
は
okJ/m01で

あ
る
。

④
電
子
を
ー
つ
取
り
込
ん
で
安
定
な
イ
オ
ン
に
な
る
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

⑤
ハ
ロ
ゲ
ン
で
あ
れ
ぱ
元
素
に
よ
ら
ず
等
し
い
。

(3)ア
ル
ゴ
ン
原
子
と
同
じ
電
子
配
置
を
も
っ
ア
ル
カ
リ
士
類
金
属
イ
オ
ン
は
[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

(
D
 
L
i
+

空
気
,
海
水
,
大
理
石

水
銀
,
水
,
石
灰
水

氷
,
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
,
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

り
や
無
需
ヤ
限
り
田
越
や
肋
限
饗
四
,び
゜
い
榔
怠
'輝
々
だ
樂
ρ
二
@や
穐
怠
'傑
■
和
忽
運
配
゛
丈
鄭
二
gや
侭

ト
@゜々
田
配
処
咽
延
蝋
胆
細
ゆ
々
鄭
二
÷
抑
鄭
冊
迦
輩
y傑
割
四
袋
.'{+佃
測
置
XIく
翼
今
主
抑
二
々
田
騨
迷
ρ
々

田
肋
'
艇
廷
旦
@
匡
ゆ
@
忌
ゆ
¥
,
足
濃
3
鰹
入
l
e
蝉
迷
側
湿
,
祀
廻
゜
博
起
N
g
憙
禦
岳
美
職
ご
A
I
Y
ゆ
運
吠
四
二

蕉
"'皿
卜
觜
田
城
剖
'Kい
 Yρ
榔
,◇
饗
四
べ
、
゜

ゆ
い
田
ゆ
'
 
N
@
冊
佃
串
@
鄭
員
U
脳
胆
抑
二
々
鞭
寒
だ
'
々
村
吠
逃
黙
亘
金
鄭
蕉
語
契
や
肋
廻
長
ゆ
ρ
丈
鄭

N冥
忽
Hい
Y'喋
1喫
和
や
倫
丈
鯵
侭
廻
脚
盤
巡
案
丈
限
饗
四
,や
゜
ρ
異
ρ
'博
令
軍
遜
窪
鄭
樂
ρ
和
ぜ
'

,
"
 
0

職
ー
>

契
ヤ
限
勾
り
四
異
'長
バ
ぐ
い
 Y讐
1>1い
 Y■
榔
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饗
四
,い
゜
鄭
Lι
' Ng難
鰹
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 3Y く
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川
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鯵
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ガ
§
忌
却
剖
ミ
駕
四
ミ
■
咲
>■
Yρ
榔
,足
処
'製
圓
XU抑
バ
て
本
冬
い
 Y>丈
鄭
>→
ι
,限
゜
[1^1' N,ぐ

、
ニ
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C
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1
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N
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一
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軍
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問
一
二
重
傍
線
部
(
ア
)
S
(
オ
)
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
解
答
記
入
欄
回
S
回
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

(
ア
)
ユ
ラ
イ

51

(
イ
)

シ
シ
ツ

隣
町
を
ケ
イ
ユ
し
て
帰
る

植
物
の
ユ
シ
を
取
る

イ
ン
ユ
法
を
用
い
る

生
徒
に
セ
ツ
ユ
す
る

タ
ン
、
不
ン
に
掃
除
す
る

用
意
バ
ン
タ
ン
整
っ
た

新
し
い
タ
ン
ゲ
ン
に
入
る

た
な
は
た

七
夕
の
タ
ン
ザ
ク
を
作
る

1

(
ウ
)
ナ
ン
ジ
ャ
ク

71

こ
と
の
セ
イ
ヒ
を
わ
き
ま
え
る

カ
ク
セ
イ
の
感
が
あ
る

気
運
を
ジ
ョ
ウ
セ
イ
す
る

校
歌
を
セ
イ
シ
ョ
ウ
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ユ
ウ
シ
を
募
る

ガ
ク
シ
保
険
に
入
る

メ
ン
バ
ー
の
シ
キ
を
高
め
る

シ
ア
ン
に
暮
れ
る

8

(
工
)

イ
ッ
セ
イ

1

選
埜

彼
は
チ
ョ
ウ
ナ
ン
だ

茶
道
の
シ
ナ
ン
を
受
け
る

ヒ
ナ
ン
訓
練
を
行
う

ジ
ユ
ウ
ナ
ン
に
対
応
す
る

9

(
す

タ
ン
テ
キ

1

「
↓
武
惑
隣
議
、
共
惑
」

④③②① ④③②① ④③②① ④③②① ④③②①



問
二
傍
線
部
A
 
「
な
ぜ
人
は
、
他
者
と
と
も
に
生
き
る
か
ぎ
り
傷
が
絶
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
苦
悩
が
繰
り

返
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

①
人
間
は
実
際
に
は
他
者
の
心
を
知
り
う
る
の
だ
が
、
自
分
が
知
っ
た
こ
と
が
本
当
に
正
し
い
か
正
し
く

な
い
か
を
測
る
わ
か
り
や
す
い
規
準
が
存
在
し
な
い
か
ら
。

②
人
間
は
意
味
の
揺
ら
ぐ
概
念
に
ょ
り
他
者
と
交
流
す
る
が
、
そ
う
し
た
概
倉
他
者
と
関
わ
る
限
り
、

他
者
は
時
に
は
わ
か
ら
な
い
存
在
と
も
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

③
人
間
は
他
者
の
身
体
的
感
覚
は
判
断
で
き
る
が
、
心
の
中
に
は
ど
う
し
て
も
知
り
え
な
い
部
分
が
あ

り
、
勝
手
に
誤
解
し
た
り
す
る
こ
と
が
相
次
い
で
し
ま
う
か
ら
。

④
人
間
は
自
分
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
の
だ
が
、
他
人
と
い
う
存
在
は
謎
め
い
た
不
明
確
さ
を
持
っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
他
人
四
言
動
に
ょ
っ
て
翻
弄
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

問
三
傍
線
部
B
 
「
こ
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次

の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
人
は
相
手
を
誤
解
し
て
も
仕
草
な
ど
を
観
察
し
誤
解
を
解
き
、
相
手
の
本
心
を
知
る
こ
と
も
可
能
だ
か

ら
0

②
人
は
他
者
四
言
動
や
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
勘
な
ど
に
ょ
り
他
者
の
心
を
知
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
。

③
一
般
化
は
で
き
な
い
が
、
勘
に
ょ
っ
て
付
き
合
い
の
長
い
相
手
の
心
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
。

④
人
は
自
分
の
経
験
を
も
と
に
、
他
者
の
心
や
痛
み
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
知
る
こ
と
も
で
き
る
か

ら
0

問
四
空
欄
^
S
^
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
0

①
 
X
 
す
な
わ
ち

Y
 
し
た
が
っ
て
 
Z
 
や
は
り

②
 
X
 
か
と
い
っ
て
 
Y
 
だ
が

Z
 
あ
る
い
は

③
 
X
 
つ
ま
り

Y
 
た
だ
し

Z
 
む
し
ろ

④
 
X
 
よ
っ
て

Z
 
な
る
ほ
ど

Y
 
と
は
い
え



問
五
傍
線
部
C
 
「
鳥
た
ち
は
互
い
に
透
明
で
あ
る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
も
っ
と
も

適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
鳥
も
人
も
グ
ル
ー
プ
で
生
き
て
い
る
が
、
鳥
の
行
動
は
人
よ
り
単
純
涙
解
が
生
じ
る
余
地
は
な
い
と

し
う
こ
と

②
鳥
は
効
率
性
を
優
先
す
る
チ
ー
ム
と
し
て
、
明
快
な
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
0

③
鳥
は
暖
昧
さ
の
な
い
、
単
一
の
意
味
を
表
現
す
る
一
種
類
の
声
に
ょ
り
確
実
な
伝
達
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。

④
鳥
は
鳴
き
声
に
ょ
っ
て
、
互
い
が
完
全
に
理
解
し
あ
え
る
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
0

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

問
六
傍
線
部
D
 
「
効
率
性
や
有
用
性
と
い
う
点
で
は
、
バ
タ
ー
で
で
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
働
く
概
念
な
ど
マ
イ

ナ
ス
に
し
か
な
ら
な
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①

S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
現
実
に
お
い
て
集
団
で
手
際
よ
く
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
り
、
物
事
を
わ
き
ま
え
た
行
動
を
身
に

着
け
た
り
す
る
に
は
、
暖
昧
な
心
的
概
念
な
ど
、
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
。

②
お
互
い
を
信
じ
あ
い
、
心
を
一
つ
に
し
て
素
早
く
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
、
他
人

を
疑
、
つ
よ
う
な
心
的
概
念
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
、
つ
こ
と
。

③
人
々
が
よ
ど
み
な
く
行
動
し
、
自
分
よ
り
社
会
が
大
事
だ
と
考
え
る
人
間
に
な
る
に
は
、
自
分
の
考
え

に
拘
泥
す
る
傾
向
を
生
み
出
す
心
的
概
念
な
ど
、
無
意
味
だ
と
い
う
こ
と
。

④
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
な
共
同
作
業
な
ど
で
は
、
他
人
の
わ
か
ら
な
さ
に
傷
つ
い
て
他
人
と
の
関
わ
り
を
嫌

う
弱
い
心
を
生
じ
さ
せ
る
不
確
か
な
心
的
概
念
な
ど
、
必
要
な
い
と
い
、
つ
こ
と
。
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画
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U
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令
瓢
辻

駄
城
岡
瓢
S
回
卿
S
溢
山
か
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畔
叶
d
《
訊
d
区
S
弄
^
1
6
,
吠
テ
令
小
S
獣
菰
岡
§
川

建
劇
§
"
認
甘
忌
S
譜
ン
の
廿
岬
化
d
バ
訊
d
;
S
昇
^
g
小
0

函
一

酸

問
七
傍
線
部
E
 
「
揺
ら
ぐ
概
念
(
柔
ら
か
い
道
目
一
◇
で
プ
レ
ー
す
る
の
が
我
々
の
ゲ
ー
ム
だ
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
も
つ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄

部
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
他
人
に
は
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
タ
タ
い
が
、
同
じ
目
的
を
目
指
し
共
同
作
業
を
す
る
他
人
が
い
る
こ
と

で
、
孤
独
を
癒
や
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
我
々
の
人
生
だ
と
い
う
こ
と
。

②
概
念
を
習
得
す
る
ほ
ど
、
概
念
理
解
の
足
り
な
い
他
人
と
の
関
係
が
厄
介
に
思
え
る
が
、
そ
の
厄
介
さ

に
ょ
り
孤
独
か
ら
救
わ
れ
る
と
い
、
つ
の
が
我
々
の
生
だ
と
い
、
つ
こ
と
。

③
暖
眛
さ
を
含
む
心
的
概
念
を
他
者
と
や
り
と
り
す
る
こ
と
で
生
じ
る
予
想
外
の
展
開
な
ど
に
ょ
っ
て
、

{
叔
し
さ
か
ら
救
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
我
々
の
日
常
だ
と
い
う
こ
と
。

④
一
人
の
寂
し
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
一
緒
に
い
て
も
何
も
言
わ
ず
孤
独
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

人
と
も
関
係
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
我
々
の
生
活
だ
と
い
う
こ
と
。

図
N

δ
◇【

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

岡
瓢
S
鳥
S
画
呼

因
W

問
八
傍
線
部
F
 
「
範
疇
」
の
類
義
語
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
典
型

②
部
類

③
次
元

④
課
題

ー
,

、

解

やtlJ
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(
1
)
容
器
A
と
容
器
B
を
と
も
に
温
度
 
r
の
熱
源
に
接
触
さ
せ
,

こ
の
と
き
の
A内
の
気
体
の
圧
力
は
[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

②
①

物
理
基
礎
,
物
理

π
R
r

3
V

π
R
r

V

⑤

④

(
2
)
次
に
,
コ
ッ
ク
を
開
い
た
ま
ま
,
(
1
)
の
状
態
か
ら
,
容
器
A
と
容
器
B
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
熱
源
に
接

触
さ
せ
,
 
A
の
温
度
を
2
r
,
 
B
の
温
度
を
3
r
に
保
っ
た
。
十
分
に
時
間
が
経
過
し
た
後
の
A
内
の
気
体

の
物
質
量
は
π
の
[1^倍
で
あ
り
, B内
の
気
体
の
圧
力
は
[1^で
あ
る
。

[1^の
解
答
群

③
②

①
7

⑥
④

⑤
2

π
R
r

2
V

3
%
R
r

2
V

④

コ
ッ
ク
を
開
い
て
十
分
な
時
間
放
置
し
た
。

⑤

-
6
3
-

-
1
0
-

③

[1西
ヨ
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解
答
群
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③
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3
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R
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7
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V

⑥

④
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(
3
)
最
後
に
,
コ
ッ
ク
を
開
い
た
ま
ま
,
(
2
)
の
状
態
か
ら
,
容
器
A
と
容
器
B
を
熱
源
か
ら
離
し
,
両
容

器
と
細
管
を
含
む
全
体
を
断
熱
材
で
お
お
っ
て
十
分
な
時
間
放
置
し
た
。
こ
の
と
き
の
A内
の
気
体
の
温
度

は
, rの
[1^倍
で
あ
る
。
た
だ
し
,全
体
を
断
熱
材
で
お
お
う
過
程
に
お
い
て
,外
部
と
の
熱
の
や

り
と
り
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
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2
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7
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π
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次
の
問
題
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
(
問
一
 
S
問
九
)
に
答
え
な
さ
い
。

子
供
の
時
の
出
来
事
で
、
い
ま
に
な
っ
て
も
私
自
身
に
不
思
議
な
ま
ま
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
七
歳
か
八
歳

で
し
た
。
家
の
下
の
川
を
、
と
く
に
増
水
し
て
い
な
け
れ
ば
ど
こ
で
も
自
由
に
泳
ぎ
渡
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
か
ら
。

た
け
や
ぶ

裏
口
か
ら
川
岸
に
向
か
っ
て
降
り
、
竹
藪
を
通
り
ぬ
け
て
川
ぞ
い
に
登
っ
て
行
く
と
、
村
に
や
っ
て
来
て
い
た
バ

ス
を
見
る
た
び
に
思
っ
た
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
二
台
タ
テ
に
重
ね
た
大
き
さ
と
か
た
ち
の
、
青
み
が
か
っ
た
岩
が

あ
り
ま
し
た
。

ふ
ち

上
流
か
ら
早
い
瀬
を
な
し
て
来
た
水
染
、
こ
の
岩
に
ぶ
つ
か
り
、
深
い
淵
に
な
り
ま
す
。
そ
の
淵
の
、
岩
に
接

、
、
、
、
、
お
そ
(
ア
)
Ⅲ
、

し
て
い
る
部
分
が
、
子
供
た
ち
に
怖
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
水
の
な
か
で
は
岩
が
船
腹
の
よ
う
に
ケ
ズ
ら
れ
て
い

て
、
深
く
潜
る
と
人
の
身
体
は
吸
い
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
し
た
。
そ
の
奥
に
は
、
岩
に
あ
た
っ
た
水
流
が
ト
ン

ネ
ル
を
作
っ
て
い
て
、
引
き
込
ま
れ
る
と
出
て
来
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
も

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

A

と
こ
ろ
が
も
う
ひ
と
つ
話
が
あ
っ
て
、
私
は
そ
れ
に
引
き
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
岩
の
ち
ょ
う
ど
な
か
ほ
ど

、
、
、
、

、
、
、

の
、
水
面
か
ら
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
下
に
く
び
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
上
流
か
ら
岩
に
そ
っ
て
流
れ
く
だ
り
、
く
び
れ

、
、
、

の
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
、
水
が
逆
流
し
て
い
る
。
そ
こ
で
く
び
れ
の
、
手
の
か
か
る
部
分
に
つ
か
ま
っ
て
身
体
を
安

定
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
水
に
潜
る
と
、
岩
の
裂
け
目
が
見
え
て
く
る
。
子
供
の
頭
な
ら
そ
こ
に
差
し
込
む
こ
と
が
で
き

る
幅
で
、
裂
け
目
の
向
こ
う
は
、
水
族
館
の
水
槽
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ど
こ
か
ら
光
が
や
っ
て
来
る
の
か
、
そ
こ
は
明
る
く
、
数
十
尾
も
の
ウ
グ
ィ
が
、
水
の
流
れ
と
同
じ
速

さ
で
、
川
上
に
向
か
っ
て
泳
い
で
い
る

話
を
聞
い
て
、
私
は
数
十
尾
の
ウ
グ
ィ
の
群
れ
を
見
た
い
も
の
だ
、
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
教
室
に
い

て
も
、
運
動
場
で
遊
ん
で
い
て
も
、
家
で
本
を
読
ん
で
い
て
す
ら
、
頭
が
熱
く
な
る
よ
う
で
、
ほ
か
の
こ
と
は
な
に

も
老
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ぬ

そ
し
て
、
夏
休
み
の
始
ま
っ
た
朝
早
く
1
水
面
は
キ
ラ
キ
ラ
光
り
、
川
向
こ
う
の
林
は
露
に
訴
て
青
あ
お
と

し
て
い
ま
し
た
1
年
上
の
子
供
た
ち
も
川
に
降
り
て
来
な
い
早
い
時
間
に
、
私
は
ヨ
モ
ギ
の
葉
を
つ
ぶ
し
た
も
の

で
水
中
眼
鏡
の
曇
り
を
取
り
な
が
ら
、
浅
瀬
の
ツ
ル
ツ
ル
し
た
石
を
踏
ん
で
、
ひ
と
り
そ
の
岩
ま
で
上
っ
て
行
っ
た

の
で
す
。

私
は
決
心
し
て
い
ま
し
た
。
子
供
が
そ
の
岩
の
周
り
で
泳
ぐ
の
は
危
険
だ
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
私

は
、
臆
病
な
ほ
ど
注
音
浣
休
く
ふ
る
ま
う
子
供
で
し
た
。
そ
れ
で
い
て
、
ひ
と
り
考
え
て
い
て
、
あ
る
決
心
を
す
る

と
、
家
族
や
友
達
か
ら
、
風
変
わ
り
な
や
つ
だ
と
あ
き
れ
ら
れ
る
こ
と
を
す
る
性
格
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
た
い
て

C

い
自
分
で
も
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
、
つ
く
づ
く
後
悔
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
性
格
は
あ
ら
た
め
ら
れ
ず
、

森
の
な
か
で
雨
に
ふ
り
こ
め
ら
れ
、
三
日
た
っ
て
消
防
団
に
助
け
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
発
熱
も
し

て
い
て
、
ひ
と
り
で
は
降
り
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
夜
に
な
る
ま
で
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
森
に
入
っ

て
い
る
、
と
い
、
つ
よ
う
な
こ
と
は
、
や
は
り
並
日
通
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

B



こ
の
朝
早
く
、
私
は
ど
う
し
て
も
、
く
び
れ
の
水
面
下
の
岩
の
裂
け
目
に
頭
を
さ
し
こ
ん
で
、
ウ
グ
ィ
の
群
れ
を

、
、

、
、

見
て
や
ろ
う
、
と
決
心
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
私
は
、
自
分
が
い
っ
た
ん
決
心
し
て
し
ま
う
と
、
身
体
の
な
か

か
ら
勇
気
が
グ
ン
グ
ン
湧
い
て
来
て
、
も
う
考
え
方
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。

、
、

そ
れ
で
い
て
、
こ
の
決
心
に
は
自
分
と
し
て
正
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
と
、
は
っ
き
り
一
言
葉
に
し
て
、
頭
の
な

か
で
い
っ
て
み
た
り
、
紙
に
書
き
つ
け
て
み
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
、
私
は
ず
っ
と
気
に
か
け
て
い
ま
し

オ

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

回

甲
堕

私
は
浅
瀬
か
ら
の
急
流
の
端
の
方
に
乗
っ
か
っ
て
、
あ
ま
り
強
い
力
で
は
岩
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
し
か
し

、
、

、
、
、

岩
か
ら
雜
れ
は
し
な
い
よ
う
に
何
度
も
流
れ
く
だ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
と
う
と
う
岩
の
く
び
れ
の
は
し
に
つ
か

ま
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
話
に
聞
い
て
い
た
と
お
り
、
小
さ
い
逆
流
が
あ
っ
て
、
岩
か
ら
手
を
離

(
イ
)
1
 
D
1

し
て
も
流
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
水
に
頭
を
シ
ズ
め
て
は
、
岩
の
裂
け
目
を
「
偵
察
」
し
ま
し

た
。
戦
争
中
の
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
「
戦
争
ご
っ
こ
」
を
や
り
、
敵
の
陣
地
を
「
偵
察
」
す
る
、
と
い
う
よ
う

に
、
よ
く
こ
の
軍
隊
用
語
を
使
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
で
深
く
潜
り
、
裂
け
目
に
頭
を
入
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
で
き
る
か
ぎ

り
奥
深
く
。
そ
し
て
私
は
、
話
に
き
い
て
い
た
と
お
り
、
す
ぐ
目
の
前
に
、
静
か
に
泳
い
で
い
る
数
十
尾
の
ウ
グ
ィ

を
見
ま
し
た
ー

ウ
グ
ィ
は
そ
ろ
っ
て
私
の
ひ
ろ
げ
た
手
よ
り
も
長
く
、
す
べ
す
べ
し
た
銀
灰
色
で
し
た
。
エ
ラ
呼
吸
し
て
、
ゆ
っ

く
り
動
く
ウ
グ
ィ
の
頭
の
こ
ち
ら
側
の
、
黒
い
点
の
よ
う
な
目
が
、
い
っ
せ
い
に
私
を
見
ま
し
た

、し

そ
の
光
景
は
、
い
ま
も
あ
ざ
や
か
に
、
私
の
心
に
き
ざ
み
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
に
は
そ
れ
に
自

、
、
、
、

八
刀
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
、
ど
う
い
う
ふ
る
ま
い
に
出
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
思
い
出
せ
な
い
の
で
す
。
い
ろ
ん
な

情
景
が
バ
ラ
バ
ラ
に
浮
か
ん
で
く
る
だ
け
で
す
。

あ
れ
か
ら
、
何
回
と
な
く
、
よ
く
思
い
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
夢
の
な
か
で
そ
の
光
阜
示
を
見
て
、
あ
あ
、
こ
う

だ
っ
た
ん
だ
と
発
見
し
て
喜
ん
で
、
目
が
さ
め
て
か
ら
夢
に
す
ぎ
な
い
と
失
望
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
後
か
ら
私
が
組
み
立
て
て
行
っ
た
情
景
の
初
め
は
、
ウ
グ
ィ
の
群
れ
に
小
ノ
し
で
も
近
付
こ
う

と
し
て
、
岩
の
裂
け
目
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
下
半
身
が
水
の
流
れ
に
あ
お
ら
れ
て
、
前
へ
押
し

出
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

、
、

続
い
て
、
も
っ
と
よ
く
見
よ
、
つ
と
し
た
と
た
ん
、
頭
と
あ
ご
と
が
、
岩
に
ガ
ッ
キ
と
は
さ
ま
れ
ま
し
た
。
頭
を
引

こ
う
と
し
ま
す
が
、
動
き
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
溺
れ
死
ん
で
し
ま
う
と
、
私
は
驚
き
、
恐
れ
て
い
ま
す

と
こ
ろ
が
、
私
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
情
景
が
ー
い
わ
ば
、
心
の
な
か
の
情
景
が
1
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
。

そ
れ
こ
そ
、
夢
に
見
た
よ
う
な
思
い
出
な
の
で
す
が

苦
し
く
て
も
、
こ
の
ま
ま
じ
つ
と
し
て
い
れ
ぱ
い
い
。
そ
う
す
る
と
、
自
八
刀
に
も
エ
ラ
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に

、し

な
っ
て
、
水
の
な
か
で
生
き
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
身
体
も
銀
灰
色
に
な
り
、
黒
い
点
の
目
を
し
て
。

そ
し
て
、
数
十
尾
の
ウ
グ
ィ
の
一
尾
に
な
っ
た
自
分
の
目
に
、
男
の
子
が
岩
の
裂
け
目
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
の

、
、
、
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如

が
見
え
る
、
と
も
感
じ
て
い
ま
し
た

続
い
て
こ
ち
ら
は
確
か
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
水
の
流
れ
に
揺
れ
て
い
る
私
の
両
足
を
、
強
い
力
の
手
が
つ
か
ん

で
、
私
を
裂
け
目
に
深
く
突
き
入
れ
て
か
ら
、
横
に
ね
じ
り
、
そ
し
て
乱
暴
に
引
っ
ぱ
り
出
し
た
こ
と
で
す
。
自
分

の
頭
か
ら
出
た
血
が
、
煙
の
よ
う
に
水
に
立
ち
の
ぼ
る
の
を
見
ま
し
た
。

そ
し
て
気
を
失
っ
て
い
た
私
が
、
気
が
つ
く
と
、
淵
か
ら
の
水
が
広
い
瀬
に
な
っ
た
浅
い
と
こ
ろ
に
運
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
私
の
身
体
は
流
れ
の
せ
い
で
斜
め
に
な
っ
て
、
引
っ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
お
向
い
て
い
る
の
で
呼
吸

は
で
き
る
の
で
す
が
、
よ
じ
れ
た
水
中
眼
鏡
が
目
を
圧
迫
し
て
、
青
い
空
が
チ
ラ
リ
と
見
え
た
だ
け
で
し
た
。

、
、
、
(
ウ
)
1
 
、
、
、
゛
、
ミ
、

そ
の
私
の
脇
か
ら
、
浅
瀬
の
底
の
ジ
ャ
リ
を
ザ
ッ
、
り
ツ
と
踏
ん
で
立
ち
去
っ
て
行
く
足
音
が
、
水
に
つ
か
っ
て

い
る
側
の
耳
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
が
、
私
の
経
^
し
た
こ
と
の
な
か
で
、
な
に
ょ
り
不
田
裳
峨
な
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
私
に
は
い
ま
も
、
左

あ
と

耳
の
上
に
痕
が
残
っ
て
い
る
傷
を
つ
け
て
、
岩
の
裂
け
目
か
ら
引
き
ず
り
出
し
て
く
れ
た
の
が
、
誰
だ
っ
た
か
わ
か

ら
な
い
の
で
す
。

す
わ

ま
だ
父
が
生
き
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
の
人
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
裏
座
敷
に
坐
っ
て

、し

、
、
、
、
ー
ー
」
、
(
、
工
)
1
 
、
、

仕
事
を
し
て
い
る
父
が
、
一
息
入
れ
よ
う
と
川
の
側
の
縁
側
に
立
ち
、
風
景
を
ナ
ガ
め
て
い
て
、
私
の
お
か
し
な
ふ

、
、
、

る
ま
い
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
は
あ
り
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
川
に
駆
け
降
り
た
と
し
て
、
私
の
救
助
に
は

間
に
あ
わ
な
か
っ
た
の
じ
や
な
い
で
し
ょ
、
つ
か
?

朝
早
く
、
な
に
か
思
い
立
っ
て
ひ
と
り
で
川
へ
降
り
て
行
く
私
に
、
ど
こ
か
普
通
じ
や
な
い
も
の
を
感
じ
と
り
、

後
を
つ
け
て
き
た
母
親
が
助
け
て
く
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
母
は
小
柄
な
人
で
し
た
が
、
手
は
大
き
く
、
な
に

ひ
ん
し
ょ
う

か
の
際
に
は
、
と
て
も
敏
捷
に
立
ち
働
く
人
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
父
か
母
が
私
を
救
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
家
庭
の
話
題
に
な
っ
た
は
ず
。
そ

、
つ
皆
さ
ん
は
思
わ
れ
る
で
し
ょ
、
つ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
、
つ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、
両
親
に
は
子
供
の
私
に
な
に

も
い
わ
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
あ
り
え
た
、
と
い
う
気
も
す
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
だ
っ
た
、
と
私
は
感

じ
て
い
ま
す
。

と
く
に
父
が
、
子
供
じ
み
た
冒
険
の
せ
い
で
死
に
そ
う
に
な
っ
た
息
子
を
救
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
し
た

ら
、
お
そ
ら
く
私
に
は
な
に
も
い
わ
な
か
っ
た
ろ
、
つ
、
と
思
い
ま
す
。

私
は
実
際
に
死
ぬ
ほ
ど
苦
し
い
目
に
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
自
分
が
失
敗
し
た
こ
と
を
反
省
し
て
、
し
ょ
げ
こ

ん
で
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
黙
っ
て
い
る
1
日
頃
も
、
あ
ま
り
子
供
た
ち
に
話
し
か
け
な
い
人
で
し

た
ー
。
そ
れ
が
父
親
に
は
ふ
さ
わ
し
い
態
度
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
二
、
三
年
の
う
ち
に
父
が
死
ぬ

ま
で
、
私
は
あ
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
す
る
勇
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

、
、

母
親
に
も
、
私
は
な
に
も
た
ず
ね
ま
せ
ん
で
し
た
。
頭
に
け
が
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
も
一
言
い
出
す

こ
と
が
で
き
ず
、
富
山
か
ら
来
る
薬
売
り
が
置
い
て
行
く
薬
袋
か
ら
、
塗
り
薬
を
取
り
出
し
て
、
自
分
で
塗
り
ま
し

か
の
う

た
。
そ
の
た
め
に
化
膿
し
て
傷
痕
が
残
っ
た
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
心
配
し
て
い
る
妹
に
も
手
を
出
さ

、
、

せ
な
い
で
、
せ
っ
せ
と
薬
を
塗
っ
た
も
の
で
す
。
私
の
せ
い
な
の
で
す
か
ら
。
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そ
し
て
、
私
に
は
、
母
親
に
正
直
に
い
ぇ
な
か
っ
た
理
由
が
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は
裂
け
目
の
向
こ
う
の
水
の
な

か
に
き
れ
い
な
ウ
グ
ィ
の
群
れ
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
た
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
ま
し
た
。
苦
し
く
て
も
こ
の

ま
ま
に
し
て
い
れ
ば
、
自
分
も
一
尾
の
ウ
グ
ィ
に
な
っ
て
水
の
な
か
で
生
き
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
そ
う

思
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、

、
、

ー
よ
し
、
こ
の
ま
ま
で
い
よ
う
、
と
決
心
し
た
の
で
も
あ
っ
た
よ
、
つ
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

大
江
健
三
郎
「
数
十
尾
の
ウ
グ
ィ
」
よ
り

※
問
題
作
成
の
都
合
上
、
文
章
の
一
部
を
改
変
し
た

E
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嘉
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問
一
二
重
傍
線
部
(
ア
)
S
(
工
)
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
解
答
記
入
欄
^
S
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
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[2]次
の
[11^~EI^に

あ
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
答
を
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
群
か
ら
ー
つ
ず
っ
選
び
,

そ
の
番
号
を
解
答
記
入
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

(
1
)
媒
質
中
に
設
定
し
た
%
軸
の
正
の
向
き
に
,
速
さ
υ
=
2
m
/
S
で
進
む
連
続
的
な
正
弦
波
が
あ
る
。

こ
の
波
を
入
射
波
と
呼
ぶ
。
χ
=12mの
位
置
に
は
固
定
端
と
し
て
は
た
ら
く
反
射
板
が
あ
り
,こ
こ
か
ら

入
射
波
に
対
し
て
の
反
射
波
が
生
じ
て
い
る
。
以
下
で
は
,
χ
軸
の
原
点
か
ら
反
射
板
ま
で
の
間

(om 竺
χ
竺
 12m)に
存
在
す
る
入
射
波
と
反
射
波
に
つ
い
て
老
え
る
。

図
は
,%軸
上
の
原
点
で
の
入
射
波
に
よ
る
媒
質
の
変
位
の
時
間
変
化
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
,

変
位
(
y
)
の
単
位
は
メ
ー
ト
ル
,
時
刻
(
t
)
の
単
位
は
秒
と
す
る
。
こ
の
図
か
ら
,
原
点
で
の
時
刻
t
 
に

お
け
る
入
射
波
に
よ
る
媒
質
の
変
位
を
表
す
式
は
, y=[11亘

ヨ
と
表
さ
れ
,位
置
%で
の
時
刻
tに
お

け
る
入
射
波
に
よ
る
媒
質
の
変
位
の
式
は
, y=[1^と

表
さ
れ
る
。

一
方
,位
置
%で
の
時
刻
tに
お
け
る
反
射
波
に
よ
る
媒
質
の
変
位
の
式
は
, y=[1^と

表
さ
れ

る
。
入
射
波
と
反
射
波
と
が
重
ね
合
わ
さ
っ
て
で
き
る
定
常
波
(
定
在
波
)
に
お
い
て
,
%
軸
上
の
原
点
と

反
射
板
と
の
問
に
存
在
す
る
腹
の
数
は
[1^個
で
あ
る
。
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問
四
傍
線
部
C
 
「
私
は
ず
っ
と
気
に
か
け
て
い
ま
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
に
表
現
さ
れ
て
い
る
「
私
」
の

心
情
を
表
す
語
句
と
し
て
も
つ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄

鉐
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
た
め
ら
い

②
、
心
細
さ

③
恐
怖力ゆ

④
歯
癌
さ

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

⑲
 
1

問
五
綴
部
D
 
「
『
偵
察
』
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
も
つ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の

中
か
ら
一
っ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
危
険
が
タ
タ
く
、
思
い
通
り
に
行
か
な
い
川
の
中
で
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
、
川
と
の
戦
い
の
よ
う
に

思
わ
れ
、
戦
争
の
際
に
使
わ
れ
る
言
葉
を
思
わ
ず
使
っ
て
い
る
。

②
自
分
で
決
め
た
行
動
が
順
調
に
進
み
勇
気
が
グ
ン
グ
ン
湧
い
て
来
て
、
ま
る
で
敵
を
負
か
し
た
兵
隊
の

よ
う
な
高
揚
し
た
気
分
に
な
り
、
軍
隊
用
語
を
つ
い
口
に
し
て
い
る
。

③
目
的
の
場
所
に
行
く
こ
と
は
簡
単
に
達
成
さ
れ
る
と
思
い
な
が
ら
も
、
冷
静
に
川
の
中
の
様
子
を
見
て

お
く
べ
き
だ
と
思
い
、
そ
の
思
い
に
見
合
っ
た
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

④
自
分
が
今
日
し
よ
う
と
決
め
た
行
為
が
順
調
に
運
び
、
危
険
な
こ
と
が
起
こ
る
な
ど
と
は
思
わ
ず
、
普

段
使
っ
て
い
た
そ
の
場
の
状
況
に
あ
っ
た
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

(
N
)
兇
ぎ
暴
謬
築
市
酷
二
皿
趣
冊
呼
敵
郡
0
 
卸
当
 
6
S
口
墫
冊
璽
浮
d
汁
姦
g
テ
ー
譜

S
言
醐
河
d
壁
津
避
§
尋
団
ミ
議
注
ぜ
汁
化
卿
、
小
S
醐
吠
昇
三
n
必
゛
汁
0
 
小
S
際
d
弄
テ
<
S

団
、
蛇
d
嶋
醐
回
愁
禽
趣
敞
避
淳
献
、
 
1
泌
S
言
醐
河
d
瓢
醐
呼
避
§
志
X
市
片
d
汁
0
 
皿
遵
冊
辻
川

罵
醐
"
避
等
バ
辻
ふ
市
片
一
小
艸
d
6
尋
國
辻
川
1
d
部
0
斗
叶
一
小
N
、
臼
S
1
S
委
n
壁
一
d
汁
高
需

-
 
r
 
口
"
心
'
 
4
 
皿
^
 
O
 
r
 
、
 
f
 
^
皿
 
n
 
一
内

昇
^
g
小
0
 
件
、
四
趣
冊
辻
女
津
叢
§
§
"
謡
戸
二
艸
d
S
尋
澤
↓
q
え
、

臼
S
 
↓
S
晋
黒
芯
S
醐
吠
昇
^
1
小
0

同
S
演
眺
襲

ぎ
嵯
蹴
纛
、
書
選

⑧

ミ

e
S
演
嘆
鞍

@
蛇
-
ー
ー

⑧
鴫
-
ー
ー

・
↑
*
)

⑲

・
↑
*
)

@

@

ー
せ
N

@

N
ミ・

↑
*
)

@

・
↑
*
)

@

゛

@
ー

で.『、

@



田
S
演
嘆
靴

@
山
十
険
m
冒
、
ー
ド

@
山
m
冒
、
十
、
之
慧

@
冷
言
、
十
山
8
m
、
ー
ド

目
S
演
眺
熱

@
之
"
ミ
、
8
仂
、

@
之
十
ミ
m
-
=
、
"
ミ
8
m
、

@
之
十
選
山
m
冒
、
"
ミ
、
訟
=
、

ぎ
繕
膳
纛
、
書
選

⑲
山
十
、
δ
易
、
1
 
辻
之

④
山
8
m
、
十
ト選

@
、
8
仂
、
1
山
§
、
十
§
之

同
S
演
嘆
靴

@

山
^
九
易
、
1
§
m
a
、
^
十
、
^
四
=
、
ー
、
8
m
、
^

⑲

山
^
ハ
吊
、
十
§
訟
=
、
^
十
、
^
仂
ヨ
、
1
§
δ
吊
、
^

@

⑲
之
1
臣
m
三
、

⑧
之
1
慧
山
仂
ヨ
、

回
之
十
謹
山
8
m
、

ト

山
^
凸
易
、
十
§
m
冒
、
^
十
、
^
仂
ヨ
、
十
§
8
仂
、
^

⑧

N
ト

》
^
δ
吊
、
1
§
仇
冒
、
^
十
、
^
m
昔
、
十
§
う
吊
、
^

@

謹
、
8
m
、

選
、
m
昌
、

ミ
、
仂
昌
、

W
ト

山
^
m
冒
、
十
§
8
m
、
^
十
、
^
δ
易
、
1
辻
m
冒
、
^

@

ト

問
六
傍
線
部
E
 
「
私
に
は
、
母
親
に
正
直
に
い
ぇ
な
か
っ
た
理
由
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て

も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し
な
さ

山
^
m
昔
、
1
§
δ
易
、
^
十
、
^
乃
易
、
十
§
m
a
、
^

N
ト

、
0
し

W
ト

現
代
の
国
語
,
一
磊
文
化

①
こ
の
ま
ま
水
中
に
い
よ
う
と
思
っ
た
と
母
に
言
う
の
は
、
子
供
を
気
に
か
け
て
く
れ
な
い
父
母
の
い
る

家
に
い
た
く
な
い
と
告
げ
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
。

②
水
中
に
い
つ
づ
け
、
ウ
グ
ィ
と
な
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
決
心
し
た
こ
と
は
、
人
間
で
な
く
な
っ
て
、

今
の
家
か
ら
籬
れ
て
も
良
い
と
考
え
た
こ
と
に
な
る
か
ら
。

③
助
け
に
来
て
必
死
に
息
子
を
救
っ
た
母
に
、
苦
し
い
か
ら
こ
の
ま
ま
死
の
う
と
考
え
た
と
打
ち
明
け
る

こ
と
は
、
母
の
行
為
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。

④
水
の
中
で
生
き
て
い
け
る
な
ど
と
考
え
た
こ
と
を
打
ち
明
け
れ
ば
、
ま
た
母
に
普
通
で
は
な
い
風
変
わ

り
な
子
だ
と
あ
き
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
。

問
七
問
題
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー

0

ク
し
な
さ
い

①
「
私
」
は
周
囲
の
人
間
た
ち
か
ら
変
わ
り
者
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以

来
、
な
る
べ
く
一
人
で
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

②
「
私
」
は
注
意
深
い
子
供
で
は
あ
っ
た
が
、
ひ
と
た
び
何
か
を
し
よ
う
と
決
意
す
る
と
、
そ
の
決
意
に

し
た
が
っ
て
、
つ
い
無
鉄
砲
な
こ
と
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

③
「
私
」
は
、
け
が
を
し
て
も
自
業
自
得
だ
か
ら
誰
の
助
け
も
借
り
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
自
分
に
厳
し

面
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
誰
に
も
事
情
を
話
さ
な
か
っ
た
。

い

④
「
私
」
は
、
息
子
が
し
た
い
と
思
う
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
と
自
由
に
さ
せ
、
口
を
出
さ
ず
に
見
守
ろ

う
と
す
る
放
任
主
義
的
な
両
親
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
。
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問
八
問
題
文
の
表
現
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
S
⑥
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、

解
答
記
入
欄
回
・
回
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

①
「
く
び
れ
」
や
「
決
心
」
な
ど
に
は
傍
点
が
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
「
私
」
を
取
り
巻
く
状
況
や

「
私
」
の
心
理
を
印
象
づ
け
る
役
割
を
し
て
い
る
。

②
幻
想
の
中
の
不
思
議
な
逸
話
で
あ
る
が
、
勢
い
よ
く
泳
ぐ
ウ
グ
ィ
の
様
子
が
事
細
か
く
描
か
れ
、
現
実

味
を
感
じ
さ
せ
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

③
「
1
」
を
使
い
補
足
的
な
説
明
を
し
た
り
、
「
・
・
・
・
・
・
」
を
タ
タ
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
行
間
や
文
章
に

奥
行
き
を
持
た
せ
て
い
る
。

④
幼
い
頃
の
出
来
事
を
回
想
し
て
描
い
て
い
る
文
章
だ
が
、
筆
者
の
記
祭
鮮
明
な
こ
と
に
ょ
っ
て
、
現

在
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
迫
真
性
が
あ
る
。

⑤
「
私
」
を
助
け
無
言
で
去
っ
て
行
く
人
物
の
「
ザ
ッ
、
ザ
ッ
」
と
い
、
つ
「
足
土
日
」
が
、
「
私
」
と
父
母
と

の
摩
擦
を
予
感
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

⑥
「
岩
に
ガ
ッ
キ
と
は
さ
ま
れ
ま
し
た
」
や
「
血
が
、
煙
の
よ
う
に
水
に
立
ち
の
ぼ
る
」
な
ど
、
水
中
で

の
危
な
い
場
面
が
り
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。

現
代
の
国
語
,
一
嘉
文
化

問
九
筆
者
の
大
江
健
三
郎
の
作
品
を
、
次
の
①
S
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
記
入
欄
^
に
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
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